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（方法）2014 年 5 月 1 日から 2019 年 4 月 30 日までにペインセンター/歯科麻酔科を受診








 論文内容の要旨（ 2000字程度） 
有意な差はあるかどうかを評価した。統計学的分析にはフィッシャーの正確確率検定を使用
した。なお、本研究は本学臨床研究審査専門委員会の承認(研 1907-041)を得て行われた。 
（結果）対象の口腔顎顔面痛患者 133人の性別は、男性 33人（24.8％）、女性 100人（75.2％）
だった。年齢は 55.9±14.2 歳（23〜79 歳）だった。罹患期間については、6 か月未満が 59
人（44.4％）、6か月以上が 74人（55.6％）だった。「身体症状症の疑い」が 38人（28.6％）、
「筋・筋膜痛」が 27人（20.3％）、「歯原性病変」が 25人（18.8%）、「三叉神経痛」が 21人
（15.8％）、「その他」が 22人（16.5％）だった。治療経過では、「経過良好」が 77人、「経










（考察と結語）一般的に慢性疼痛患者では、健常人と比較して、MMPI の Hs 尺度、D 尺度、
及び Hy 尺度が上昇するのが特徴といわれている。口腔顎顔面痛患者においても、それらの
尺度で異常傾向のある患者の割合が高く、心理社会的要因が関連している可能性が示唆され
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